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第一章 背景・目的 

第一節 物価について 

最近、物価の上昇を実感する機会が多い。コンビニのおにぎりに関しては、この 5年

間で約 50 円値上がりしている 1)。特に生鮮野菜の価格の上昇が著しく、価格を理由に

購入を諦めることも多いと実感している。 

実際、食料品の価格上昇に関して、生鮮野菜の価格上昇幅は、卵類に続き二番目に大

きい 2)。 

そこで、我々は「学生が安く野菜を手に入れる」を本演習の目的として設定し、目的

達成の方法について考えることにした。 

 

第二節 遊休農地について 

目的に向けて、まずは野菜を自分たちで栽培できないかと考えた。使える農地につい

て調べていくと、遊休農地という農地があることを知った。 

遊休農地とは、農地法において定義されている用語で、次の（ア）、（イ）に該当す

るものである 3）。 

（ア）現に耕作の目的に供されておらず、かつ引き続き耕作の目的に供されないと見

込まれる農地 

（イ）その農業場の利用の程度がその周辺の地域における農地の利用の程度に比し、

著しく劣っていると認められる農地 



 

4 

 

令和 4 年度の全国の遊休農地の合計面積は、89,858haであり 4）、これは琵琶湖の約

1.5 倍に相当する。 

 

以上を踏まえ、我々は、遊休農地を活用して安く野菜を手に入れる方法について考察す

ることとした。 

第二章 ヒアリング結果 

我々はまず、「学生が安く野菜を手に入れる」という目的を達成する方法として、学生に

よる自家栽培システムを考えた。 

このシステムの検討にむけて、 

1,「つくば市内の遊休農地の実態」について、つくば市役所農業行政課の吉村太希主任 

2,「国内の遊休農地の実態」について農林水産省の新田室長 

3,「遊休農地の活用法」について吉野邦彦先生 

さらに、吉野先生へのヒアリングを踏まえて、 

4,「つくば市版子ども食堂、竹園土曜ひろば」について食堂を主催されている毛利正英さん 

5,「農業の実態」について伊藤農園の伊藤稔社長 

へヒアリングを行った。 

 

第一節 遊休農地の実態について 

【ヒアリング調査概要】  

実施対象  吉村太希主任（つくば市役所）  

日時  2023 年 10月 25日（水）  

場所  つくば市役所農業委員会事務局  

目的  つくば市内の遊休農地の実態について知る  

  吉村主任は、つくば市役所経済部農業政策課農地係所属である。 

ヒアリングを通して、つくば市内の遊休農地の面積は 2015 年に 112haだったのに対

し、2022 年は 186ha と増加しており、この増加分は東京ディズニーランド 1.4 個分に相当

することがわかった。 

 

第二節 遊休農地の問題点について 

【ヒアリング調査概要】  

実施対象  新田直人室長（農林水産省）  

日時  2023 年 12月 4 日（月）  

場所  筑波大学構内  

目的  国内の遊休農地の実態について知る  

新田室長は現在、筑波大学において遊休農地について研究を行っておられる。 



 

5 

 

遊休農地の問題点として、ゴミの不法投棄が発生するほか、資材置き場と化してしまうこ

とによって、治安や住居環境が悪化するといったことが発生することが挙げられる。とくに

中山間部地域においては、これが鳥獣害の温床となり、居住環境の悪化、ひいては人口の流

出にもつながり、負のスパイラルに陥る可能性が大きい。 

一方で、遊休農地には利点もあると分かった。遊休農地においては、育ち始めの 3年間は

肥料が不要であり、農薬が散布されていないので（農地に癖がなく、）様々な種類の野菜を

育てられるなどといった利点が挙げられる。  

  

第三節 遊休農地の活用法について 

【ヒアリング調査概要】  

実施対象  吉野邦彦先生  

日時  
1)2023 年 10月 24日(火)  

2)2023 年 10月 29日(日)  

場所  
1)メール  

2)つくば市上郷の吉野先生の畑 

目的  吉野先生の遊休農地における活用法の実態調査 

吉野先生は昨年度まで筑波大学にて教員をされていた。遊休農地について研究しておら

れ、2017 年までは都市計画演習の担当教員もなさっていた。 

現在は、活用されていなかった農地（伊藤農園の伊藤社長から借用・後述）で野菜を栽

培し、それらの野菜をつくば市内のみんなの食堂に無償提供されている。 

吉野先生の畑の大きさは 240m^2 である。この畑はあまり大きな面積ではないが（都市

計画演習発表場所 3C405教室 2 つ分ほど）、実際に我々もその農地で野菜の収穫体験をさ

せていただいたところ、班員で分配してもあまるほどの野菜を収穫できた。小さな土地か

らたくさんの野菜が収穫できるという、農地のポテンシャルの高さが分かった。 

また吉野先生の場合には、収穫作業の手伝いでボランティアが入るなど、外部の協力が

あって成り立っていることや、最も人手が必要なのは収穫の作業であることも分かった。 

  

第四節 みんなの食堂について 

【ヒアリング調査概要】 

  実施対象  毛利正英さん（竹園土曜ひろば） 

日時  2023 年 11月 9 日（木） 

場所  つくば市竹園交流センター 

目的  みんなの食堂について知る 

毛利さんはつくば市版子ども食堂である、みんなの食堂の一つである「竹園土曜ひろ

ば」を主催されている。先述の吉野先生が野菜の提供を行った子ども食堂の方である。 
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ヒアリングを通して、竹園土曜ひろばにおける野菜の供給元は、スーパーで購入・つくば

子供支援ネットからの寄付・個人からの寄付（スーパーで余ったもの、遊休農地での収穫物

など）がそれぞれおよそ 3 分の 1 ずつであることが分かった。 

また、竹園土曜ひろばにおいては野菜不足には困っておらず、逆に余った野菜の分配（高

齢者団体に分配するなど）をしている状態だと分かった。一方、つくば市内で子ども食堂を

開催している居場所サポートクラブロベ 5）によると、野菜が不足しているとの情報もある

ため、みんなの食堂によって野菜の供給のバランスに差があると考察された。 

 

第五節 農業の実態について 

【ヒアリング調査概要】 

  実施対象  伊藤稔さん（伊藤農園社長） 

日時  2023 年 10月 29日（日） 

場所  つくば市上郷 伊藤農園 

目的  農業の実態を知る 

伊藤社長はつくば市上郷において伊藤農園を経営されており、40ha の畑と 15ha の田と

いう広大な土地を用いて農業を行われている。先述の吉野先生へ農地提供をされている方

である。 

伊藤社長からは、農業業界の現状について教えていただいた。 

まず農業業界の抱える課題として、肥料や燃料、農業機器の高騰による経営難・担い手

不足・スーパー等へ納品する際の規格基準が厳しいことによる廃棄量の増加などが課題と

して挙げられた。 

これらの課題を踏まえると、吉野先生のような新たに農地を提供して欲しいという人が

現れたとしても、農業における課題が解決しなければ、農業を継続的に行うことは難しい

ということが見えてきた。 

また、学生自身が野菜を栽培することも難しいと感じられた。40ha と 15ha の大規模な

土地を用いて農家を経営されている伊藤社長でさえも、現在の自身の農家経営の厳しさを

指摘されるなど、大規模経営においても厳しい現状が確認されたため、小規模な土地にお

いても厳しさは同様にあると予想される。我々の提案を達成するためには、こうした問題

についても考えていかなければならない。 

 

 

ヒアリングのまとめ 

ヒアリングを通して、遊休農地に関しては、つくば市の遊休農地の面積が増加しているこ

とや、遊休農地は周辺環境へ悪影響を及ぼすなどの問題がある一方で、遊休農地においては

様々な種類の野菜をすぐに育てられるなどのメリットもあることが分かった。 

また、小さな農地から多くの野菜がとれるという、農地のポテンシャルの高さも分かった。
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一方みんなの食堂では、野菜の供給量が不安定である。そして、さまざまな理由で、農家経

営の厳しさが顕著になっており、農業業界の課題の深刻さが見えた。以下に、ヒアリングか

ら分かったことをまとめる。 

 

 ヒアリング対象 分かったこと 

遊休農地 

 

吉村太希主任 つくば市の遊休農地の面積が増えている 

新田直人室長 遊休農地は周辺環境に悪影響を及ぼす 

吉野邦彦先生 畑の持つポテンシャルが高い 

みんなの食堂 毛利正英さん 野菜の供給量が不安定 

農業 伊藤稔社長 農業業界の課題が深刻 

 

以上を踏まえて、私たちが提示した学生による自家栽培のシステムの実現可能性につい

て、日々の管理の難しさに加え農業業界の課題の深刻さを鑑みると、システムの実現は難し

いと考えた。 

そこで、農家が管理する遊休農地で学生が収穫作業を行うシステムなら実現可能なので

はないかと考えた。学生だけではなく、みんなの食堂が抱える問題や遊休農地問題にも関わ

るシステムが良い考え、遊休農地にて収穫した野菜を学生自身やみんなの食堂に配布する

というシステムを考案した。 

 

 

第三章 定量的算出 

 ヒアリング結果から、遊休農地の基本管理は農家さんに任せたうえで、収穫作業を学生

が行い、収穫できた野菜をみんなの食堂やその他の学生に配布するシステムについて考え

ることとした。 

 このシステムの実現に向けて、まずは、具体的な数値計算を行った。この計算では、

「種類 iの野菜を条件 j（何人で何時間作業するか）の下で収穫すると、何個の野菜を収穫

できるのか（ 𝑵𝒋𝒊）・使用農地面積はいくらか（𝑺𝒋𝒊）」ということについて考えた。 

 

第一節 計算 

【与える条件】 

①ｊ…「何人で何秒作業するか」 

 𝑡𝑗：作業時間（秒） 

𝑝𝑗：作業人数（人） 

②ｉ…野菜の種類 6） 
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ℎ𝑖  ：1個あたりの収穫時間（秒） 

 𝑐𝑖  ：1ha で収穫できる個数（個） 

 

【算出したいもの】(条件 j,i において、) 

(1)𝑁𝑗𝑖 =
𝑡𝑗

ℎ𝑖
× 𝑝𝑗 

収穫できる野菜の個数（個） 

(2)𝑆𝑗𝑖 =
𝑁𝑗𝑖

𝑐𝑖
 

使用農地面積（ha） 
 

この 2 式を用いて大根・人参・ピーマンの 3 つの野菜について考える。 

 

ここでは、本演習履修者の 50 人が 1 ヶ月の間、週 1回 1 時間、収穫作業する場合

を考える。（条件 j） 

このとき、𝑝𝑗＝50, 𝑡𝑗=14400 であるので、これらを代入して求めると、収穫できる

個数(𝑁𝑗𝑖)と、必要な面積(𝑆𝑗𝑖)は以下のようになる。 

 

 個数 

𝑵𝒋𝒊 (個) 

農地面積 

𝑺𝒋𝒊 (ha) 

大根 1 万 8000 0.38 

ニンジン 3 万 6000 0.17 

ピーマン 3 万 6000 0.027 

表 1 𝒑𝒋＝50, 𝒕𝒋=14,400 の場合の𝑵𝒋𝒊, 𝑺𝒋𝒊 

 

第二節 システムの実現可能性 

以上から、計算上では授業関係者（履修者や農家さんなど）だけでは手に負えないほど

の、大量の野菜が収穫できると分かった。 

 よって、2で示したシステムイメージにおいて、みんなの食堂や学生全体に野菜を分配

することは可能なのではないかと考えられ、システムの実現可能性は高いと考えた。 
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第四章 システム提案＿授業の実施 

第一節 概要 

3 までの議論を踏まえ、システムとして授業の実施を提案する。授業システムの概要は

図 1の通りである。 

 

図 1：授業システム概要図 

授業名を「都市の遊休農地問題」として、集中授業を開講する。 

この授業では、遊休農地に関する講義と、図 1 において示した遊休農地の活用法の実践

を行う予定である。到達目標は、「授業における講義や実地での体験を通じて、遊休農地

問題の現状やその背景を理解すること」とする。 

夏季(8~9 月)と秋学期(1~2 月)に、それぞれ別の集中授業として開講し、1週目は講義

とグループワーク、2~5週目においては、実際に収穫作業や配布を行う。 

 

授業内容 

 図 2 のように、1 週目では講義とグループワークなどを行い、2週目以降は実際に遊休

農地にて収穫作業・農地整備を行う。農地での作業には、収穫作業に加えて、農地整備を

含めることとする。 
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図 2 授業計画 

夏季は、夏野菜の収穫と、秋学期に使用予定の農地整備を行う。秋学期は、秋野菜の収

穫と、夏季に使用予定の農地整備を行う。 

野菜の配布については、授業時間内で袋詰めを行い、夏季は夏季休業中に大学内で練習

を行っている部活などに配る。秋学期は、同時期に開講されている必修の授業で配布する

ことを考えている。 

 

収穫する野菜は、授業の開講時期に合わせて決定する。一例を挙げると、夏野菜として

ピーマン・きゅうり・トマト、秋野菜としてにんじん・大根・キャベツを収穫する、など

である。 

 なお、使用する農地について、農地は 3年ほど放置すると復旧に多大な労力が必要とな

る為、いくつかの遊休農地を代わる代わる使用することとする。 

 

第二節 実現可能性 

第一項 学生のインセンティブ 

この授業に学生が参加するインセンティブとしては、主に家計の足しとなる野菜

がもらえること、授業単位がもらえることが挙げられる。 

野菜がもらえるだけでなく、差別化のポイントとして学類を問わず参加しやすい

授業形態であることや、大学近辺で農作業ができるので移動の負担が少ないこ

と、また、近年農業業界において大きな問題となっている遊休農地の現状と活用

方法について学べるということが挙げられる。 

 

第二項 農家の負担とインセンティブ 

まず、農家にとっての授業参加への負担を考える。例えば、ピーマン 1万 2 千個

を育てるのに最低限必要な面積はおよそ 0.0068haであり、そこまで大きな面積

ではないと考えられる。そのため、一部の協力的な農家がいれば授業を成立させ

ることができると考える。 
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農家の方のインセンティブに関して、現在使用していないものの、将来的には使

用することを考えている農地を所有している農家の方にとっては、授業に協力す

る利点があると考えられる。農地は１度野菜を栽培すると、その後約３年間は栽

培せずとも農地として維持することができる。そのため、この授業を通して学生

が農地を活用することで、農地としての利用を再開させることが容易になる。 

加えて、農地を継続的に利用することで、農地を使いたくなった時にすぐに使う

ことができる。これに関しては授業の形で毎年学生が介入するからこそ実現可能

なことである。 

 

第五章 発展可能性と課題 

遊休農地では、耕作に利用されている農地に比べ、その土地にかかる固定資産税の税率が

高く設定されている。7) また、新田室長へのヒアリングにて、都心の近くでは遊休農地

にかかる固定資産税が宅地並みに高く、節税のために仕方なく農業を続けている方もいる

とわかった。以上の事から、我々が提案するシステムは、都心近くにおいて有効性がより

高くなるのではないかと考える。 

 

そして授業システムの課題として、以下の 3 つを挙げる。 

1 つ目は、野菜の配布経路の確保である。収穫が予想される野菜の量は非常に多いので、

これらすべてを配布しきることは難しいと考えられる。 

この課題に対しては、授業時間内で袋詰めを行い、夏季は夏季休業中に大学内で練習を行

っている部活などに・秋学期は同時期に開講されている必修の授業で配布することを対応

策として考えている。 

2 つ目は、農業をする上での、天候や野菜の個体差などによる不確実性である。これに

関しては実地でのさらなる調査の必要がある。また、不確実性の軽減策として温室栽培が

考えられるが、温室の導入には多大なコストがかかるため非現実的であるだろう。 

3 つ目は、授業に協力して頂く農家の動機の確保である。この課題に対しては、農家の

方にとってなにが動機となり得るのかのより詳細な検討・調査を行う必要がある。ただ、

前にも述べたように、遊休農地の税率の高さによって泣く泣く農業を続けている人は一定

数存在すると予想されるため、このような人々に対しては、収穫作業における労働力提

供・定期的な農地耕作は有効だと考えられる。このことも併せて検討できれば良いと考え

る。 

 

社会全体の課題として、農地として利用しなくなった土地に関する定義が多く、非常に

わかりにくいことを挙げる。 

現在、そのような土地に関して、以下の 3つの定義で分類がなされている。3),8),9) 
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1.今回我々の班で取り上げた遊休農地 

2.農業委員会が見て判断を行い、作物の栽培が客観的に不可能な土地と定義されている、

荒廃農地 

3.農家の方が農林業経営体調査の自己申告にて、今後数年作付けの意思が無い土地と定義

されている、耕作放棄地 

である。 

この演習で調査をしていく上で、上記の定義に正確な数値が少なく、参照する資料によ

って定義に揺れがあることや、国や県によって調査をする対象が異なることで、問題の状

況の把握や、解決策の提案が難しくなっているという問題があると感じた。 

定義の揺れや、調査対象の多さ、結果のわかりにくさなどを踏まえ、上記の定義の統一

や表記のわかりやすさなど、改善が必要だと考える。 

 

第六章 まとめ 

現在、社会において、物価の上昇、特に生鮮野菜の価格上昇が深刻である。また、ヒア

リングの調査によって、農業の課題の深刻さや、遊休農地の現状・問題等がみえてきた。 

そこで、我々の班は、目的として掲げた「学生が野菜を安く手に入れる」ということを

達成する方法として、学生のポテンシャル（持続的な労働力の提供）と、農地のポテンシ

ャル（少量の面積から多くの野菜を取ることが出来ること）の双方を活かすため、授業と

しての遊休農地活用のシステムを提案した。 

このシステムによって、「学生が野菜を安く手に入れる」という目的の達成に加え、遊

休農地の有効活用、子ども食堂への野菜を安定供給という、3つの問題を同時に解決でき

るのではないかと考えている。 

この提案は、現在日本全体で社会問題となっている遊休農地の問題、学生の生活苦に対

しての 1つの解決策となるではないだろうか。 
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